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【誤訳訂正書】
【提出日】平成25年12月27日(2013.12.27)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３４】
　好ましくは、
Ｙは、式
－（ＣＨ２）３－Ｎ（－Ｖ’）－ＣＨ２ＣＨ２－ＮＨ－ＣＯ－ＮＨ－ＳＯ２－Ｃ６Ｈ４－
ＣＨ３

の基であり、式中、Ｖ’が、水素原子、または式
－ＣＯ－ＮＨ－ＳＯ２－Ｃ６Ｈ４－ＣＨ３

の基であり、かつ
Ａは、式
－（ＣＨ２）３－ＮＨ－ＣＨ２ＣＨ２－ＮＨ２

の基である。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　塩基性及び酸性基を有するオルガノポリシロキサンのエマルションを製造する方法であ
って、
第一工程で、
第一級及び/又は第二級のアミノ基(-ＮＨ-)を有するオルガノポリシロキサン(1)を、式Ｘ
－Ｎ＝Ｃ＝Ｏ（式中、Ｘは式ＣＨ３Ｃ６Ｈ４ＳＯ２－、Ｃ６Ｈ５ＳＯ２－、ＣＨ３ＳＯ２

－及びＣＣｌ３ＳＯ２－の群から選択された電子求引基である）のイソシアナート(2)と
、カルボン酸の群から選択された酸性減速剤(3)、または第三級アミンの群から選択され
た塩基性減速剤(3)の存在下で反応させ、
ただし、(2)のイソシアナート基0.01～0.9molが、(1)のアミノ基(-ＮＨ-)1molに対して使
用され、かつ
酸性減速剤(3)0.1～10molが、(1)のアミノ基(-ＮＨ-)1molに対して使用され、または塩基
性減速剤(3)0.1～10molが、(1)のアミノ基(-ＮＨ-)1molに対して使用され、
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第二工程で、
前記第一工程で(1)及び(2)から得られた、酸性または塩基性減速剤(3)を含む反応生成物(
4a)を、所望により乳化剤(5)及び所望により有機溶剤(6)とともに、水(7)中で、乳化させ
、
25℃及び1020hPaで液体であり、粘度100Pa.s～1000000Pa.s(25℃)を有するオルガノポリ
シロキサン(4b)のエマルションまたはエラストマー状オルガノポリシロキサンのエマルシ
ョンが得られ、得られた前記オルガノポリシロキサンが、塩基性基として第一級及び/又
は第二級のアミノ基(-ＮＨ-)を有し、かつ酸性基として、式Ｘ-ＮＨ－ＣＯ－Ｎ＝（式中
、Ｘは電子求引基であり、かつそれに関して上記の意味を有する）の酸性基を有する、方
法。
【請求項２】
　塩基性及び酸性基を有するオルガノポリシロキサンを製造する方法であって、
第一工程で、
第一級及び/又は第二級のアミノ基(-ＮＨ-)を有するオルガノポリシロキサン(1)を、式Ｘ
-Ｎ＝Ｃ＝Ｏ（式中、Ｘは式ＣＨ３Ｃ６Ｈ４ＳＯ２－、Ｃ６Ｈ５ＳＯ２－、ＣＨ３ＳＯ２

－及びＣＣｌ３ＳＯ２－の群から選択された電子求引基である）のイソシアナート(2)と
、カルボン酸の群から選択された酸性減速剤(3)、または第三級アミンの群から選択され
た塩基性減速剤(3)の存在下で反応させ、
ただし、(2)のイソシアナート基0.01～0.9molが、(1)のアミノ基(-ＮＨ-)1molに対して使
用され、かつ
酸性減速剤(3)0.1～10molが、(1)のアミノ基(-ＮＨ-)1molに対して使用されるか、または
塩基性減速剤(3)0.1～10molが、(1)のアミノ基(-ＮＨ-)1molに対して使用され、
(1)及び(2)から得られた反応生成物(4a)として、オルガノポリシロキサンが得られ、得ら
れた前記オルガノポリシロキサンが、塩基性基として、第一級及び/又は第二級のアミノ
基(-ＮＨ-)を有し、かつ酸性基として、式Ｘ-ＮＨ－ＣＯ－Ｎ＝（式中、Ｘは電子求引基
であり、かつそれに関して上記の意味を有する）の酸性基を有し、かつ酸性または塩基性
減速剤(3)を含む、方法。
【請求項３】
　前記オルガノポリシロキサン(1)中の前記第一級及び／又は第二級のアミノ基が、一般
式
　　　　－Ｒ２－[ＮＲ３－Ｒ４－]ｇＮＨＲ３　　　（Ｉ）
のＳｉ－Ｃ結合した基Ａであり、
式中、Ｒ２は、1～18個の炭素原子を有する二価の直鎖状または分岐した炭化水素基であ
り、
Ｒ３は、水素原子または1～18個の炭素原子を有する一価の炭化水素基またはアシル基で
あり、
Ｒ４は、1～6個の炭素原子を有する二価の炭化水素基であり、
ｇは、0、1、2、3または4である、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記使用するオルガノポリシロキサン(1)が、一般式
　ＡｋＲ★

３－ｋＳｉＯ（Ｒ２ＳｉＯ）ｍ（ＡＲ★ＳｉＯ）ｎＳｉＲ★
３－ｋＡｋ　　（

ＩＩＩ）
のオルガノポリシロキサンであり、
式中、Ａは、それに関する請求項３に記載の意味を有し、
Ｒ★は、Ｒまたは式－ＯＲ’の基であり、
Ｒは、1～18個の炭素原子を有する一価の炭化水素基であり、
Ｒ’は、水素原子または1～18個の炭素原子を有する一価の炭化水素基であり、
ｋは、0または1であり、
ｍは、1から1000の整数であり、
ｎは、0または1～50の整数であり、
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ただし、上記式（ＩＩＩ）で表される前記オルガノポリシロキサンが、1分子あたり少な
くとも1個の基Ａを含む、請求項１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記酸性または塩基性減速剤(3)が、前記第一工程で(1)及び(2)から得られた前記反応
生成物(4a)から除去され、その際、25℃及び1020hPaで液体であり、粘度100～1000000Pa.
s(25℃)を有するオルガノポリシロキサン(4b)またはエラストマー状オルガノポリシロキ
サンが得られ、その際、得られた前記オルガノポリシロキサンが、塩基性基として第一級
及び/又は第二級のアミノ基(-ＮＨ-)を有し、かつ酸性基として、式Ｘ-ＮＨ－ＣＯ－Ｎ＝
（式中、Ｘは式ＣＨ３Ｃ６Ｈ４ＳＯ２－、Ｃ６Ｈ５ＳＯ２－、ＣＨ３ＳＯ２－及びＣＣｌ

３ＳＯ２－の群から選択された電子求引基である）の酸性基を有する、請求項２～４のい
ずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　塩基性及び酸性基を有するオルガノポリシロキサンのエマルションであって、
第一工程で、
第一級及び/又は第二級のアミノ基(-ＮＨ-)を有するオルガノポリシロキサン(1)を、式Ｘ
-Ｎ＝Ｃ＝Ｏ（式中、Ｘが式ＣＨ３Ｃ６Ｈ４ＳＯ２－、Ｃ６Ｈ５ＳＯ２－、ＣＨ３ＳＯ２

－及びＣＣｌ３ＳＯ２－の群から選択された電子求引基である）のイソシアナート(2)と
、カルボン酸の群から選択された酸性減速剤(3)、または第三級アミンの群から選択され
た塩基性減速剤(3)の存在下で反応させ、
ただし、(2)のイソシアナート基0.01～0.9molが、(1)のアミノ基(-ＮＨ-)1molに対して使
用され、かつ
酸性減速剤(3)0.1～10molが、(1)のアミノ基(-ＮＨ-)1molに対して使用され、または塩基
性減速剤(3)0.1～10molが、(1)のアミノ基(-ＮＨ-)1molに対して使用され、
第二工程で、
前記第一工程で(1)及び(2)から得られた、酸性または塩基性減速剤(3)を含む反応生成物(
4a)を、所望により乳化剤(5)及び所望により有機溶剤(6)とともに、水(7)中で、乳化させ
、
25℃及び1020hPaで液体であり、粘度100Pa.s～1000000Pa.s(25℃)を有するオルガノポリ
シロキサン(4b)のエマルションまたはエラストマー状オルガノポリシロキサンのエマルシ
ョンが得られ、得られた前記オルガノポリシロキサンが、塩基性基として第一級及び/又
は第二級のアミノ基(-ＮＨ-)を有し、かつ酸性基として、式Ｘ-ＮＨ－ＣＯ－Ｎ＝（式中
、Ｘは電子求引基であり、かつそれに関して上記の意味を有する）の酸性基を有すること
によって得ることが可能な、エマルション。
【請求項７】
　塩基性及び酸性基を有するオルガノポリシロキサンであって、
第一工程で、
第一級及び/又は第二級のアミノ基(-ＮＨ-)を有するオルガノポリシロキサン(1)を、式Ｘ
-Ｎ＝Ｃ＝Ｏ（式中、Ｘが式ＣＨ３Ｃ６Ｈ４ＳＯ２－、Ｃ６Ｈ５ＳＯ２－、ＣＨ３ＳＯ２

－及びＣＣｌ３ＳＯ２－の群から選択された電子求引基である）のイソシアナート(2)と
、カルボン酸の群から選択された酸性減速剤(3)、または第三級アミンの群から選択され
た塩基性減速剤(3)の存在下で反応させ、
ただし、(2)のイソシアナート基0.01～0.9molが、(1)のアミノ基(-ＮＨ-)1molに対して使
用され、かつ
酸性減速剤(3)0.1～10molが、(1)のアミノ基(-ＮＨ-)1molに対して使用され、または
塩基性減速剤(3) 0.1～10molが、(1)のアミノ基(-ＮＨ-)1molに対して使用され、
(1)及び(2)から得られた反応生成物(4a)として、オルガノポリシロキサンが得られ、得ら
れた前記オルガノポリシロキサンが、塩基性基として、第一級及び/又は第二級のアミノ
基(-ＮＨ-)を有し、かつ酸性基として、式Ｘ-ＮＨ－ＣＯ－Ｎ＝（式中、Ｘが電子求引基
であり、かつそれに関して上記の意味を有する）の酸性基を有し、かつ酸性または塩基性
減速剤(3)を含むことによって得ることが可能な、オルガノポリシロキサン。
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【請求項８】
　塩基性基として第一級及び／又は第二級のアミノ基(－ＮＨ－)、及び酸性基として式Ｘ
-ＮＨ－ＣＯ－Ｎ＝（式中、Ｘが式ＣＨ３Ｃ６Ｈ４ＳＯ２－、Ｃ６Ｈ５ＳＯ２－、ＣＨ３

ＳＯ２－及びＣＣｌ３ＳＯ２－の群から選択された電子求引基である）の酸性基を有する
オルガノポリシロキサンであって、前記オルガノポリシロキサンが、25℃及び1020hPaで
液体であり、粘度100Pa.s～1000000 Pa.s(25℃)を有するオルガノポリシロキサンまたは
エラストマー状オルガノポリシロキサンである、オルガノポリシロキサン。
【請求項９】
　オルガノポリシロキサンが、式
　ＺｐＲ★

３－ｐＳｉＯ（Ｒ２ＳｉＯ）ｍ（ＺＲ★ＳｉＯ）ｎＳｉＲ★
３－ｐＺｐ　　（

ＩＶ）
の一種であり、
式中、
Ｚは、式
－Ｒ２－[Ｎ（－Ｖ）－Ｒ４－]ｇＮＲ３－ＣＯ－ＮＨ－Ｘの酸性基Ｙまたは式
－Ｒ２－[ＮＲ３－Ｒ４－]ｇＮＨ（－Ｒ３）の塩基性基Ａであり、
式中、Ｖは、Ｒ３または式－ＣＯ－ＮＨ－Ｘの基であり、
Ｘは、式ＣＨ３Ｃ６Ｈ４ＳＯ２－、Ｃ６Ｈ５ＳＯ２－、ＣＨ３ＳＯ２－及びＣＣｌ３ＳＯ

２－の群から選択された電子求引基であり、
Ｒ★は、Ｒまたは式－ＯＲ’の基であり、
Ｒは、1～18個の炭素原子を有する一価の炭化水素基であり、
Ｒ’は、水素原子または1～18個の炭素原子を有する一価の炭化水素基であり、
Ｒ２は、1～18個の炭素原子を有する二価の直鎖状または分岐した炭化水素基であり、
Ｒ３は、水素原子または1～18個の炭素原子を有する一価の炭化水素基またはアシル基で
あり、Ｒ４は、1～6個の炭素原子を有する二価の炭化水素基であり、
ｇは、0、1、2、3または4であり、
ｐは、０または１であり、
ｍは、1から1000の整数であり、
ｎは、0または1～50の整数であり、
ただし、酸性基Ｙと塩基性基Ａのモル比が、0.01～100であり、上記式（ＩＶ）で表され
る前記オルガノポリシロキサンが、1分子あたり少なくとも2個の基Ｚ、少なくとも1個の
基Ｙ、及び少なくとも1個の基Ａを含む、請求項８に記載のオルガノポリシロキサン。
【請求項１０】
　Ｙは、式
－（ＣＨ２）３－Ｎ（－Ｖ’）－ＣＨ２ＣＨ２－ＮＨ－ＣＯ－ＮＨ－ＳＯ２－Ｃ６Ｈ４－
ＣＨ３

の基であり、式中、Ｖ’が、水素原子、または式
－ＣＯ－ＮＨ－ＳＯ２－Ｃ６Ｈ４－ＣＨ３

の基であり、かつ
Ａは、式
－（ＣＨ２）３－ＮＨ－ＣＨ２ＣＨ２－ＮＨ２

の基である、請求項９に記載のオルガノポリシロキサン。
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